
境港市社会福祉協議会ホームページぜひご覧下さい!!

http://sakaiminato-shakyo.jp
携帯電話からはこちらの
ＱＲコードでご覧になれます。境港市社協 検索

発行：境港市社会福祉協議会
境港市竹内町４０　☎４５－６１１６

社会福祉協議会だより

№288
平成25年4月5日

さ
かい

み なと

　境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
第
二
次
境
港
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
を
策
定
し
、「
助
け
合
い

　支
え
合
い

　み
ん
な
が
笑

顔
で
暮
ら
す
ま
ち
」
を
基
本
目
標
に
、
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
活
動
計
画
策
定
委
員
会
で
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
期
間
と
し
て
「
第
三
次
境

港
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画

は
、
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
住
民
や
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行

う
方
々
や
地
域
に
あ
る
社
会
福
祉
事
業
者
の
意
見
を
う
か

が
い
な
が
ら
策
定
す
る
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す

る
民
間
の
活
動
・
行
動
計
画
で
す
。

　境
港
市
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
「
境
港
市

地
域
福
祉
計
画
」
と
連
携
す
る
計
画
と
し
て
、
ま
た
、
境

港
市
が
策
定
し
て
い
る
「
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ

ン
」
や
他
の
関
連
計
画
（「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」、「
障
害
福
祉
計
画
」、「
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」）
と
の
連
携
と
整
合
性
の
確
保
に
も
留
意
し

な
が
ら
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
三
月
十
二
日
に
榧
野
策

定
委
員
会
委
員
長
よ
り
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
も
住
民
の
皆
さ
ま
・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
民

生
児
童
委
員
・
自
治
会
な
ど
の
方
々
と
力
を
あ
わ
せ
て
、

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※

答
申
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
月
号
へ
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

榧野委員長（左）より答申

●香典返しご寄付芳名録
　／受講生募集／ケアマネジャー
　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●５月の相談日／音訳版「社協だより」
　／東日本大震災義援金／参加者募集

・・・・・・・・・・・・・

●事業計画と予算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●平成25年度予算内訳／社協会員の募集
　／ボランティア活動保険加入のお知らせ

・・・・・・・・・

主な内容

●地域発信！継続への取り組み／ちょっと一息 ・・・・・・・・・

●生活福祉資金貸付制度のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



敬老会の開催

夢みなと子どもまつりの開催

主
な
実
施
事
業

（
１
）
だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
福
祉
サ
ー

　
　
　

ビ
ス
の
推
進

①
ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

　
市
民
の
各
種
相
談
に
応
じ
る
と
共
に
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
を
紹
介
、
又
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
。
弁
護
士
や

司
法
書
士
に
よ
る
専
門
相
談
、
民
生
委
員

に
よ
る
一
般
相
談
な
ど
の
相
談
員
を
配
置

し
、
市
民
相
談
に
応
じ
る

②
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

③
生
活
支
援
活
動
事
業（
資
金
貸
付
事
業
）

　
低
所
得
世
帯
、
障
が
い
者
又
は
高
齢
者

に
対
し
て
資
金
の
貸
付
と
必
要
な
援
助
指

導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
自
立
及

び
生
活
意
欲
の
助
長
並
び
に
在
宅
福
祉
及

び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る

④
福
祉
用
具
貸
与
事
業
（
介
護
保
険
外
）

⑤
安
否
確
認
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

（
２
）
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
　
　

の
推
進

①
小
地
域
福
祉
活
動
の
実
施

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
事
業
、
高
齢

者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
認
知
症
予
防
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援

・
職
員
の
地
区
担
当
制
の
実
施

②
地
域
で
の
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
の

実
施

　
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　
・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
設
立

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
始
め

る
た
め
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
う

　
・
安
心
箱
の
設
置

　
七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
に
、
緊
急
時
の
備
え
と
し
て
身
の

周
り
品
を
入
れ
て
お
く
「
安
心
箱
」
を

配
布
す
る

　
・
災
害
罹
災
者
の
援
護

　
火
災
等
災
害
に
よ
り
罹
災
さ
れ
た
世

帯
に
見
舞
金
を
贈
る

③
高
齢
者
・
障
が
い
者
関
係
団
体
の
活
動

体
験
型
福
祉
教
育
の
実
践
を
推
進
す
る

　
・
情
報
提
供
・
啓
発
（
広
報
）
の
推
進

　
視
覚
障
が
い
者
へ
の
音
訳
広
報
の
作

成　
視
覚
障
が
い
者
へ
の
広
報
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
生
活
支
援
を
図
る

　
・
市
民
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

　
福
祉
大
会
を
開
催
し
、
福
祉
功
労
者

の
顕
彰
と
記
念
講
演
を
実
施

　
・
福
祉
バ
ス
の
運
行

　
会
員
の
健
康
増
進
、
教
養
の
向
上
、

社
会
参
加
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

へ
の
便
宜
を
提
供
し
、
も
っ
て
福
祉
の

増
進
に
資
す
る

⑦
住
民
か
ら
の
意
見
の
収
集

支
援

　
・
福
祉
文
化
祭
の
開
催

　
市
民
参
加
を
基
に
、
障
が
い
者
等
と

の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
模
擬

店
、
ゲ
ー
ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
ふ

れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る

　
・
敬
老
会
の
開
催

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
を
敬
い
長
寿
を
祝
う
た
め
、

敬
老
会
を
地
区
社
協
と
共
に
開
催
す
る

④
地
域
の
子
育
て
活
動
・
事
業
へ
の
支
援

　
・
夢
み
な
と
こ
ど
も
ま
つ
り
の
開
催

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て
関

係
団
体
が
集
ま
り
催
し
物
を
実
施
す
る

　
・
就
学
前
児
童
施
設
図
書
設
置

　
幼
児
の
健
全
育
成
に
資
す
る
た
め
、

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・
託
児
所
に

児
童
図
書
を
設
置
す
る

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
利
用
促
進

⑤
地
区
社
協
と
の
連
携

⑥
福
祉
意
識
の
醸
成
・
啓
発

　
・
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　
広
く
市
民
に
対
し
て
、
広
報
紙
を
発

行
し
情
報
の
公
開
を
す
る

・
学
校
で
の
福
祉
教
育
（
学
習
）
の
推

進
　
高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
の
実
施

　
将
来
の
福
祉
社
会
を
担
う
児
童
や
生

徒
を
対
象
に
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
や

助
け
合
い
の
精
神
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

　
・
意
見
箱
の
設
置

　
・
福
祉
モ
ニ
タ
ー
の
設
置

　
福
祉
ニ
ー
ズ
の
調
査
、
把
握
に
よ
り

問
題
を
的
確
に
と
ら
え
る
た
め
に
福
祉

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る

（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
活
動
支
援
の

推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
研
修
会
の
開

催
・
と
っ
と
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登

録
の
支
援

②
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携

③
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
の
協
議

（
４
）
介
護
保
険
事
業
の
実
施

　
・
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
・
福
祉
用
具
貸
与
事
業

　
・
福
祉
用
具
販
売
事
業

　すべての人が住み慣れた地域で、安心

して暮らしていけるまちづくりを進める

ためには、住民が互いに助け合い、支え

合うことが必要です。

　私たちの住む境港市では人口の減少と

ともに少子高齢化が進んでおり、要支援

者や要介護者・認知症高齢者も増加傾向

にあり、一人暮らし高齢者の見守りの問

題、また、地震や津波などの災害時の対

策など、行政だけでは対応できない生活・

福祉課題への対応が求められています。

　また、長引く不況により経済情勢はい

まだに低迷状況にあり、生活困窮世帯や

社会的援護を必要とする世帯が増え続

け、それに伴う支援の対応も急務となっ

ています。

　境港市社会福祉協議会では、このよう

な情勢を踏まえ、住民参加を主体とした

地域福祉活動を推進する団体として、「助

け合い支え合い　みんなが笑顔で暮らす

まち」を基本理念として、本年３月に、

今後の地域福祉活動の指針となる「第３

次境港市地域福祉活動計画」を策定しま

した。

　本年度から、この計画に基づき地区社

会福祉協議会・自治会・民生児童委員協

議会をはじめ、関係機関・団体とともに、

地域福祉活動の推進に積極的に取り組ん

でまいります。

１．だれもが安心できる福祉
　　サービスの推進

　地域で支援を必要とする住民
が、適切な福祉サービスを安心
して利用できる相談・支援活動
を推進します。

２．安心して暮らせる地域づ
　　くりの推進

　住み慣れた地域の中でだれも
が安全・安心に暮らせるように、
地域で最も身近な近隣住民と一
緒になって行う、見守り・支え
合い活動の推進を図ります。
　また、地域での生活課題や要
望を把握するために、社協職員
の地区担当制を設け情報の収集
に努めます。

３．ボランティア活動の推進

　住民の福祉に対する理解と関
心を深めるために、ボランティ
ア講座・研修会を開催し、地域
福祉の担い手になってもらうべ
き人材の育成を行います。

平
成
二
十
五
年
度

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
は「
第
三
次
境
港
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」に
基
づ
き

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

■こだま 2こだま■3



　境港市社会福祉協議会は、「助け合い 支え合い みんな
が笑顔で暮らすまち」をつくるために、地域の皆様やボラ
ンティア、保健、福祉関係者、行政機関などの参加・協力
を得ながら活動を行っている民間の団体です。
　活動の財源は、公的な補助金や委託金、介護保険収入、
共同募金配分金をはじめ、住民の皆様から拠出していただ
いた貴重な「社協会費」によって支えられています。何卒、
社協活動の趣旨にご賛同の上、「社協会費」の納入にご協
力をいただきますようお願い申し上げます。
　なお、社協の目的に賛同いただける方へ賛助会員のお願
い（募集）を行っていますので、賛助会員として社協を応援
いただける方々のご加入もお願いいたします。

■賛助会員　個人、団体、企業
１口　　年額 2,000円

■特別賛助会員
本会の賛助会員、団体会員であって本会の実施する個別
事業に協力するもの

１口 6,000円

境港市社会福祉協議会

１口　　年額 3,000円
■団体会員　社会福祉関係機関・団体、社会福祉法人

１世帯　年額 600円
■一般会員　市内各世帯

社協会員の種類と金額

　「平成24年度認知症になっても安心して暮らせるまちづくり市民大会」が３月２日（土）境港市文化ホール
（シンフォニーガーデン）で開催されました。
 ①各地区の認知症予防自主サークルの活動報告により、市民
 　に広く認知症を啓発する。
 ②自主サークル参加者同士の交流を図り、学びあうことで、
 　今後の活動意欲につなげること。
 　　　　を目的に、各地区の代表者が趣向を凝らした活動報
 　　　　告をされ、会場は熱気に包まれました。

ち
ょっと

　一息

生
類

憐
令

し
ょ
う

あ
わ
れ
み
の
れ
い

る 

い

　「少
子
化
対
策
」「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者

対
策
」
等
々
こ
れ
ら
社
会
福
祉
の
問
題
は
、
国

の
重
要
な
施
策
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
御
存
知
五
代
将
軍
綱
吉
は
、
天
下

の
悪
法
「
生
類
憐
令
」
で
評
判
が
悪
い
。
し
か

し
、
近
年
評
価
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生

類
憐
令
は
「
捨
て
る
禁
止
令
」
も
出
し
て
お

り
、
生
命
尊
重
を
宣
言
し
た
法
律
で
も
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

　こ
の
法
の
施
行
後
、
捨
て
子
が
あ
る
と
町
や

村
が
養
育
責
任
を
負
わ
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
い
な
い
夫
婦
な
ど
が
養
育
を
引
き
受
け
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
五
両
ほ
ど
（
現
在
の
三
十
万

円
く
ら
い
）
の
お
金
が
支
払
わ
れ
た
と
い
い
ま

す
。
現
在
の
「
子
育
て
出
産
奨
励
支
給
制
度
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　江
戸
時
代
に
も
高
齢
者
の
年
金
支
給
は
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
町
方
で
は
九
十
歳
か
ら
な

の
で
稀
有
に
生
き
延
び
た
御
褒
美
に
す
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　狂
歌
師
の
太
田
蜀
山
人
が
亡
く
な
っ
て
も
家

族
が
お
上
に
一
年
間
届
け
出
ず
、
そ
の
遺
族
は

俸
禄
を
貰
い
続
け
た
と
言
わ
れ
、
今
で
言
う
公

務
員
の
虚
偽
申
告
も
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
始

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　（境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
委
員
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地域発信! 継続への取り組み地域発信! 継続への取り組み

外江地区

誠道地区

境地区

余子地区

中浜地区

渡地区
上道地区

ひ
と
い
き

一般会計
（単位：千円）

支出 支出総額 ６６，１７９ 収入 収入総額 ６６，１７９
共同募金配分金
4,584（6.9%）

会費
 6,822
  （10.5%）

諸収入
3,575（5.4%）

社会福祉貸付金
市借入金
1,200（1.8%）

社会福祉貸付金
償還金収入
600（0.9%）

基金取崩収入
12,196
（18.4%）

繰越金 1,221（1.8%）
市・県社協受託事業収入
 2,376（3.6%）

市・県社協補助金
22,385
（33.8%）

寄付金
11,160
（16.9%）

貸付金事業費
3,019（4.6%）

地区社協活動
推進費

9,358（14.1%）

ヘルパー派遣事業
1,917（2.9%）

法人運営事業費
24,420
（36.9%）

地域福祉
活動事業費
27,465
（41.5%）

介護保険特別会計 （単位：千円）

収
入

介護保険等収入 ２７,２６８
繰 越 金 ３,６６１
合 計 ３０,９２９

支
出

介護保険事業費 ３０,９２９
合 計 ３０,９２９

福祉レクリエーション講座の開催

　ボランティア個人・団体、ＮＰＯ法人またはその所属の
無償のボランティア

■�加入できる方

　加入申込手続き完了日の翌日から平成26年3月31日午
後12時まで

■�補償期間

◦ケガの補償（ボランティア自身の死亡、後遺障害、入院
通院保険など）

◦賠償責任の補償（活動中に他人の身体、財物に損害を与え、
法律上の賠償責任を負ったとき）

■�補償内容

◦自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボラン
ティア活動

◦社会福祉協議会に届出、または委嘱された活動であること

■�対象となるボランティア活動

加入申込手続きや補償内容など、詳しくは市社
協（☎45-6116）西原まで

問合せ先

300円～690円（加入プランにより異なります）

■�保 険 料

ボランティア活動保険
加入のお知らせ

　ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや損害賠
償責任を補償します。

■こだま 4こだま■5



生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内
低所得者世帯、高齢者世帯、障がい者世帯を対象とし、安定した生活を送る
ための資金を貸し付ける生活福祉資金貸付制度があります。

資金種類資金種類資金種類資金種類

連帯保証人連帯保証人連帯保証人連帯保証人

貸付利子貸付利子貸付利子貸付利子

総合支援資金
　失業者等、日常生活全般に困難を抱えており、生活の立て直しのために継続的な相談支援（就労支援、家

計指導等）と生活費及び一時的な資金を必要とし、貸付けを行うことにより自立が見込まれる世帯へ目的に

応じた費用を貸し付けます。

　【生活支援費】・・・・生活再建までに必要な生活費用

　【住宅入居費】・・・・敷金、礼金等住宅に賃貸契約を結ぶために必要な費用

　【一時生活再建費】・・生活を再建するために一時的に必要かつ日常生活費で賄うことが困難である費用

　生業を営むための設備費や店舗費、就職のための技能習得等経費、転宅費、福祉機器購入費、障がい者自

動車購入費等経費、バリアフリー工事、医療費の自己負担額、介護保険サービス及び障害福祉サービス受給

のための経費、地震・水害など災害を受けたとき復旧するための資金等

　東日本大震災により被災した低所得世帯に当面の生活に必要となる経費等の貸し付けを行います。

　【一時生活支援費】・・生活の復興の際に必要となる当面の生活費

　【生活再建費】・・・・住居の移転費、家具什器等の購入に必要な費用

　急な医療費支払い、給与の紛失、年金受給開始までの生活費、火災等被災などにより一時的に生計維持が

困難となった場合の小口貸付

　高校、大学へ進学、在学のための経費

　65歳以上を対象とした不動産を担保にした生活資金貸付

原則一名必要（やむを得ず連帯保証人を確保できない場合も貸付の対象となることもあります）

◎連帯保証人有り・・・無利子

◎連帯保証人無し・・・年1 . 5％

※最終償還期限後に年10 . 7 5％の延滞利子が加算

福祉資金

復興支援資金

緊急小口資金

教育支援資金

不動産担保型生活資金

お問合せ先／境港市社会福祉協議会　☎45‒6116

　目の不自由な方へ音訳版「社協だ

より」を計画しております。

　ご家族、お知り合いの方でご希望

がありましたら、是非ご連絡くださ

い。

　東日本大震災義援金へ多くの皆さ

まから温かいお気持ちをお寄せいた

だき、深く感謝申し上げます。

　お寄せいただいた義援金は、中央

共同募金会及び日本赤十字社を通じ

て、被災者の生活再建のために配分

されます。

音訳版

【問合せ先】
   境港市社会福祉協議会
    　　☎４５－６１１６

「東日本大震災義援金」に
係る受付期間の延長について

平成26年３月３１日（月）まで
義援金受付期間

第１回目は

５月１８日だよ  

【浜の里エコーズ】
開催日：
時　間：
場　所：

講　師：
参　加：

月１回　毎月第３土曜日
１３：３０～１５：３０まで
浜の里　集会室
（境港市老人福祉センター内）

寺本 浩一朗
無料（１５名程度） 申込先 富谷（浜の里） ☎４５－２４６８まで

みんなで元気にカラオケを歌いましょう

有
料
広
告

有
料
広
告

こんなの出来ないかな…？
と、思ったら声をかけてみてください。
●紙器●パッケージ印刷●シール●コンピュータ用紙●一般印刷

〒684-0046  鳥取県境港市竹内団地267
TEL.0859-45-6161   FAX.0859-45-6165
E-mail:kawabata@lime.ocn.ne.jp
http://kawabata.macserver.jp

株式
会社

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活
上のいろいろな問題
（5月は第3・第4金曜日）

5月17日、24日
１３：００

～

１６：００

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（5月は第2・第5金曜日） 5月10日、31日
１３：３０

～

１５：３０要予約

◦法律相談は予約制ですので 事前に予約してください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第２木曜日） 5月9日

１３：００

～

１６：００行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

5月10日

人権相談：鳥取地方法務局　　米子支局　　☎22-6161
行政相談：鳥取行政評価事務所　行政相談課　☎0857-24-5542

問合せ先

☎４５–６１１６
境港市社会福祉協議会

相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

★心配なこと、困っていること、何でもOK!
　悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

会場：浜の里〔老人福祉センター〕です。
の相談日５月

■こだま 6こだま■7



ケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャー

居宅介護支援事業所　介護支援専門員

杉 村　明 範
すぎ むら あき のり

　３月１日より境港市社会福祉協議会で勤務
しております。地域の皆さまが安心して生活
できるように、頑張っていきますので宜しく
お願いいたします！

要約筆記者養成講習会要約筆記者養成講習会

受講生募集受講生募集

受講申込先
問合先

特定非営利活動法人
コミュニケーション支援センター ふくろう
〒683‒0812  米子市角盤町1‒116
 TEL  0 8 59 ‒ 3 2 ‒ 7 338

　「要約筆記」とは、話の内容の要点をつかんで文字で伝える
（手書き・パソコン）方法です。 手話のわからない難聴者や中
途失聴者には重要な情報保障手段です。
　書ける！打てる！から始めるコミュニケーション支援に
挑戦してみませんか？

　□開催期間／６月７日～11月１日 （全20回）
　□会　　場／米子市福祉保健総合センター ふれあいの里
　□受講時間／10：00～15：00
　□受 講 料／3,000円　
　　　　　　　テキスト代 （前期）1,500円
　　　　　　　　　　　　 （後期）1,800円
　　　　　　　※テキスト代は別途必要となります。
　□申込締切／５月24日（金） ※当日消印有効

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

２．18
18
19
20
20
22
25
25
26
26
26
28
28

3. 4
4
4
4

３０，０００
10０，０００
2０，０００
3０，０００

10０，０００
3０，０００

30０，０００
３０，０００
3０，０００
３０，０００
2０，０００
8０，０００
３０，０００
2０，０００
2０，０００
5０，０００
３０，０００

松 本 禮 子
足 立 昭 郎
松 尾 直 人
安 田 晳 彦
加 藤 　 明
木 村 啓 子

―
安 達 武 司
成 田 一 郎
加 本 　 明
猪 㟢 祥 二
戸田富喜江
安 倍 敬 市
川嶋スミ子
井上芳太郎
濱 田 敏 郎
園 山 　 勇

松 本 昭 弘
足 立 敏 夫
松 尾 直 樹
安 田 勝 彦
加 藤 賢 志
木 村 　 幹

―
安 達 雅 子
成 田 博 光
加 本 　 博
猪㟢久美子
戸 田 博 彦
安 倍 昌 旻
川 嶋 幸 正
井 上 　 巖
濱 田 義 明
園 山 　 誠

渡 町
外 江 町
北海道江別市
渡 町
小 篠 津 町
財 ノ 木 町
花 町
福 定 町
渡 町
東 雲 町
栄 町
松 ヶ 枝 町
福 定 町
上 道 町
美 保 町
中 野 町
清 水 町

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、境港市社会福祉協議会（浜の里・竹内町老人福祉センター東側）、または境
港市役所（福祉課）で取扱っています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

3．　5
5
6
6
6
6
7
7
7
8
8

11
11
13
14
15
15

2０，０００
2０，０００
2０，０００
1０，０００
5０，０００
2０，０００
3０，０００
5０，０００
３０，０００
2０，０００
5０，０００
3０，０００
3０，０００
5０，０００
３０，０００
5０，０００
7０，０００

加 賀 千 美
井 尻 　 昇
佐々木傳二郎
渡 利 昭 六
元 角 　 治
浦 田 リ ツ
景 山 　 言
濵 田 正 典
松 本 菊 枝
小 峰 　 勉
安 部 豊 子
植 田 公 司
西 尾 　 栄
木村ヒサエ
景 山 重 省
中 居 達 夫
植 田 末 子

加 賀 龍 太
井 尻 政 幸
佐々木英之
渡 利 靖 子
元角美千代
濵田みえ子
景 山 　 豊
濵 田 初 枝
松 本 賢 一
足 立 順 子
安 部 陽 吉
植 田 敏 雄
西 尾 　 茂
木 村 晴 雄
景 山 賢 一
中 居 陽 一
植 田 哲 朗

外 江 町
上 道 町
大 正 町
渡 町
渡 町
芝 町
中 野 町
外 江 町
誠 道 町
上 道 町
竹 内 町
渡 町
竹 内 町
花 町
竹 内 町
中 町
渡 町

こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました

（平成２5年 2 月１6日～平成２5年 3 月１5日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録
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